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研究テーマ（発表タイトル） 

なぜ武道系の大学生は好奇心旺盛なのか 

 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

昨年愛知大学太田幸治ゼミナールの学生が実施した「クラシックコンサートに関するアンケート」にて、武道系の大学生がクラシ

ックコンサートの鑑賞意向が高いことが分かった。さらに、武道系の大学生は、美術館に行く傾向があることがわかった。 

加えて昨年行った「武道系の部活動に所属している大学生がクラシックコンサートの鑑賞意向が高い理由を明らかにするアンケ

ート」では、武道系の大学生は好奇心旺盛であるため芸術鑑賞をすることが明らかになった。 

これらのことから、武道系の大学生が好奇心旺盛である理由に興味を持ち、なぜ武道系の大学生は好奇心旺盛なのかについ

ての研究を始めた。この理由を明らかにすることにより、武道を通して好奇心旺盛になった大学生に向けた製品やサービスのマーケ

ティングアプローチが可能になる。 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

昨年愛知大学太田幸治ゼミナールの学生が実施した「武道系の部活動に所属している大学生がクラシックコンサートの鑑賞

意向が高い理由を明らかにするアンケート」では、武道系の大学生は、「新聞を読む」、「小説を読む」、「将棋をする」、「興味が

ある分野の知識を深めたいという理由で講義を履修する」という項目でそれ以外の大学生よりも高い数値を示した。 

そこで、武道系の学生が武道を通して身についたものは、何が身についたのかをに文献調査を行った。 

アレキサンダー・ベネット(2013)によると武道には「礼」がある。礼とは社会的秩序を保つために人が守るべき生活規範の総称

であり、儀式、作法、制度等を含むものである。そして、礼の核心には「エンパシー」がある。エンパシーとは相手の立場を考える能

力のことである。 

「武道系の大学生が武道を通して何を学んだか」を明らかにするためのヒアリング調査では「精神が強くなる」、「周りの人に気を

遣う」、「礼に始まり礼に終わるという考え方」、「礼儀作法」、「自分の気持ちをコントロールする」という回答が得られた。 

３．研究テーマの課題 

昨年愛知大学太田幸治ゼミナールの学生が実施した「武道系の部活動に所属している大学生がクラシックコンサートの鑑賞

意向が高い理由を明らかにするアンケート」の結果から武道系の大学生様々な知識をつけるために行動をする傾向があることが

分かった。 



「武道系の大学生が武道を通して何を学んだか」を明らかにするためのヒアリング調査によると武道系の大学生は武道の礼の

核心にある「エンパシー」を身につけることでより深いコミュニケーションを図ることができることが分かった。 

これらのことから武道の特徴であるエンパシーが知的好奇心にどのように結びついているのかを明らかにしていく。 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

西川（2015）によると、好奇心には知的好奇心と知覚的好奇心があり、知的好奇心には拡散的好奇心と特殊的好奇心

があるといわれている。 

その中でも、拡散的好奇心は「新規な情報や知識を求めて方向性を定めず探索行動をすることを動機づける」といわれており、

昨年のアンケートによって明らかになった武道系の大学生の様々な知識をつけるための行動は拡散的好奇心に動機づけられてい

ることが分かった。 

これらのことから、武道系の大学生は、一般の大学生よりも知的好奇心旺盛だということが分かった。 

また、西川（2016）によると、好奇心の種類には、知覚的好奇心と知的好奇心に加えて、対人的好奇心があることが分か

った。対人的好奇心は「対人情報に動機づけられる好奇心」である。そして対人的好奇心と知的好奇心には有意な相関が見ら

れることが分かった。 

 武道系の大学生は心身の鍛練や相手への礼儀を身につけることでエンパシーが身についているとわかる。そしてエンパシーは好

奇心のなかの対人的好奇心と関係している。対人的好奇心は知的好奇心と有意な相関があるため、対人的好奇心が旺盛な

人は知的好奇心旺盛であるとわかる。 

これらのことから私たちは、「武道系の大学生は相手の立場になって考える能力があるから知的好奇心旺盛である。」と結論づ

けた。 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

調査対象者：愛知大学の柔道・剣道部員 

調査目的：武道系の大学生が武道を通して何が身についたのかを明らかにする。 

サンプルサイズ：45 人(剣道部員 21 人、柔道部員 24 人) 

有効回答数：45 人 

調査方法：面接調査法 

標本抽出：有意抽出法 

調査日：2018 年 9 月 1 日～11 月 10 日 

６．結果や今後の取り組み 

今後の取り組みとして武道系の大学生は相手の立場になって考える能力があるから好奇心が旺盛であることを確かめるため、

実際に武道系の大学生とそれ以外の大学生で相手の立場を考える能力に差があるかを明らかにするヒアリングを行う。 
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